
第 2 日　11 月 13 日（日）　第 1 会場　「米子市文化ホール 1F メインホール」

8:30～9:30

学会指定プログラム「�女性医学からみた脂質異常症の管理」
座長　　�JCHO 東京山手メディカルセンター� 矢　野　　　哲
演者　　�愛知医科大学� 篠　原　康　一

9:40～11:10

シンポジウム 3「�子宮体癌の診断・治療アップデート」
座長　　�北海道大学大学院医学研究院　生殖・発達医学講座　産婦人科学教室 

渡　利　英　道
�弘前大学大学院医学研究科　産科婦人科学講座� 横　山　良　仁

1）�子宮体癌の診断と内膜細胞診
がん研有明病院　細胞診断部，婦人科
杉山　裕子

2）�体癌の妊孕性温存療法の現状
慶應義塾大学医学部産婦人科
坂井　健良

3）�分子標的薬・免疫チェックポイント阻害薬の登場はわれわれ婦人科医の治療方針を変化させるか？
順天堂大学医学部産婦人科学講座
藤野　一成

4）�術後ホルモン補充療法
大阪医科薬科大学産婦人科
佐々木　浩

11:20～12:00

招請講演 2「�「ふつうの家族」にさようなら」
座長　　�鳥取大学医学部附属病院� 原　田　　　省
演者　　�信州大学特任教授・法学博士� 山　口　真　由

12:10～13:10

ランチョンセミナー 5「�「更年期からのヘルスケアとプラセンタ療法」 
～神経内分泌ならびに免疫学的な側面からの展望～」

共催：株式会社日本生物製剤

座長　　�IMS グループ　医療法人財団明理会　明理会東京大和病院 
明　樂　重　夫

演者　　�小池レディスクリニック� 小　池　浩　司
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13:20～14:50

シンポジウム 4「�中高年女性のホルモン療法の実際」
座長　　�東京歯科大学　市川総合病院� 髙　松　　　潔

�大阪急性期・総合医療センター� 森　重　健一郎

1）�HRTの実際とポイントおよびホルモン製剤の使い分けについての解説
大阪大学大学院医学系研究科　産科学婦人科学教室
澤田健二郎

2）�がんサバイバーのホルモン療法　ー生涯のQOL向上のためにー
東京歯科大学市川総合病院産婦人科
小川真里子

3）�閉経期ホルモン療法と補完代替療法
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科茨城県地域産科婦人科学講座
寺内　公一

4）�乳がんサバイバーの取り扱い　ー骨粗鬆症を中心にー
新潟市民病院産婦人科
倉林　　工

15:10～15:30

学会賞受賞講演「�更年期医学の継承と慢性頭痛への女性医学の立場からの 
アプローチ」

座長　　�愛知医科大学大学院医学研究科　産婦人科学� 若　槻　明　彦
演者　　�牧田産婦人科医院� 牧　田　和　也

15:30～15:45

水沼賞受賞講演「�子宮頸癌術後外科的閉経患者に対するホルモン補充療法の検討」
座長　　�愛知医科大学大学院医学研究科　産婦人科学� 若　槻　明　彦
演者　　�東京慈恵会医科大学　産婦人科学講座� 津　田　明　奈

15:45～16:00

学会奨励賞受賞講演「�我が国における HPV ワクチン接種プログラムの有用性と 
課題」

座長　　�愛知医科大学大学院医学研究科　産婦人科学� 若　槻　明　彦
演者　　�昭和大学医学部産婦人科学講座� 小　貫　麻美子
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第 2 日　11 月 13 日（日）　第 2 会場　「米子市文化ホール 1F イベントホール」

9:40～10:10

教育講演 3「�子宮筋腫・子宮内膜症の MRI 診断」
座長　　�大阪医科薬科大学　産婦人科学教室� 大　道　正　英
演者　　�鳥取大学医学部画像診断治療学分野� 藤　井　進　也

10:10～10:40

教育講演 4「�中高年の骨関連疾患の管理～骨粗鬆症を中心に～」
座長　　�東京大学医学部附属病院　老年病科� 秋　下　雅　弘
演者　　�鳥取大学保健学科� 萩　野　　　浩

10:40～11:10

教育講演 5「�医療と訴訟の現状－婦人科疾患を中心に－」
座長　　�徳島大学大学院医歯薬学研究部　産科婦人科学分野� 苛　原　　　稔
演者　　�東京神楽坂法律事務所／東邦大学医学部／ 

埼玉医科大学医学部国際医療センター精神腫瘍科／鳥取大学医学部 
水　沼　直　樹

12:10～13:10

ランチョンセミナー 6「�帝王切開術における術後合併症軽減のための縫合
-子宮筋層から表皮まで-」

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

座長　　�愛媛大学大学院医学系研究科　病因・病態領域　産科婦人科学 
杉　山　　　隆

1）�帝王切開に起因する合併症の軽減に向けて－帝王切開創部菲薄化を回避するために－
岡山大学学術研究院医歯薬学域　産科・婦人科学
増山　　寿

2）�目立つ傷あとを予防する皮膚・皮下縫合の理論と実践
日本医科大学　形成外科学教室
小川　　令
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13:20～14:20

婦人科特定疾患管理料（器質性月経困難症）セッション 
「�婦人科特定疾患疾患治療管理料導入から 2 年～ 

器質性月経困難症に対する適切なホルモン療法アップデート」
座長　　�京都府立医科大学� 北　脇　　　城

1）�保険診療 update（保険請求上の注意点）
スズキ記念病院産婦人科
谷川原真吾

2）�薬物療法Update
東京大学　医学部附属病院　女性診療科・産科
泉　玄太郎

14:30～16:00

スポンサードセミナー 1「�患者さんの主体的な意思決定サポートの実践」

共催：バイエル薬品株式会社

座長　　�大阪大学大学院医学系研究科　産科学婦人科学講座� 木　村　　　正

1）�患者さんにとって Sustainable な月経困難症治療とは？
～治療継続のモチベーションを上げるために私たちができること～

四季レディースクリニック
江夏亜希子

2）�月経困難症患者に対する意思決定支援に活かせる？
～ワクチンや検診の勧奨に有効な行動経済学的アプローチ～

大阪大学大学院医学系研究科　産科学婦人科学講座
上田　　豊
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第 2 日　11 月 13 日（日）　第 3 会場　「米子コンベンションセンター 2F 国際会議室」

9:40～11:10

スポンサードセミナー 2「�Patient-Centered Care を意識した子宮内容除去術
とは ?～欧米と日本における取り組み～」

共催：ウィメンズヘルス・ジャパン株式会社

座長　　�順天堂大学医学部大学院医学研究科産婦人科学講座／ 
恩賜財団母子愛育会愛育研究所� 竹　田　　　省

1）�からだにやさしく、こころにやさしい子宮内容除去術を目指して
～PCBとMVAによる疼痛の軽減と在院時間の短縮～

田園調布オリーブレディースクリニック
杉山　太朗

2）�周産期喪失を経験した女性が求める支援のニーズ
湘南鎌倉医療大学看護学部看護学科　リプロダクティブヘルス看護学研究室
蛭田　明子

3）�Uterine evacuation from safe, effective and patient-centered perspective
British Pregnancy Advisory Service “BPAS”
Patricia Lohr

12:10～13:10

ランチョンセミナー 7「�女性に多い頭痛とは？
～ライフステージ毎の課題と医療連携～」

共催：大塚製薬株式会社

座長　　�九州大学病院　産科婦人科� 加　藤　聖　子

1）�各ライフステージで考える、女性診療でよく遭遇する頭痛
社会医療法人愛仁会　千船病院　産婦人科（女性科）
稲垣美恵子

2）�産婦人科外来で頭痛の相談を受けたら？～女性医学の立場から知っておきたい頭痛診療の基礎知識～
牧田産婦人科医院
牧田　和也
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13:20～15:50

第 7 回産婦人科医のための乳がん検診参画に向けての講習会

共催：公益社団法人　日本産婦人科医会

挨拶　　�日本産婦人科医会常務理事� 鈴　木　光　明
座長　　�日本産婦人科医会がん対策委員� 苛　原　　　稔

�日本産婦人科医会がん対策委員� 関　根　　　憲

1）�AYA世代乳がん（妊娠期・授乳期乳がんを含む）の死亡率減少を目指して�
～産婦人科医がAYA世代乳がん早期診断に参画する必要性・�
AYA世代乳がんの早期発見は，産婦人科医の役割である～

坂井市立三国病院産婦人科
加藤　栄一

2）�妊娠期・授乳期乳がん検診～当院における取り組みと成績
的野ウィメンズクリニック
的野　　博

3）�妊娠期・授乳期がん検診～産婦人科クリニックとの協力の重要性
菊名記念病院乳腺外科
久保内光一

4）�モニタ診断によるマンモグラフィ読影試験合格に向けて
独立行政法人国立病院機構　姫路医療センター　放射線診断科
白岩　美咲

5）�乳房超音波試験合格に向けて
坂井市立三国病院産婦人科
加藤　栄一
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第 2 日　11 月 13 日（日）　第 4 会場　「米子コンベンションセンター 2F 小ホール」

9:40～10:15

一般演題（口演）「�保健・感染症①」
座長　　�東北大学大学院医学系研究科　保健学専攻　 

家族支援看護学講座ウィメンズヘルス・周産期看護学分野 
吉　沢　豊予子

O-053．�当科における 2021 年 8 月以降の尖圭コンジローマ入院焼灼症例の検討
東京山手メディカルセンター　産婦人科
小林　浩一

O-054．�緊急避妊薬供給体制に関するアンケート調査
NPO法人HAP
宮原富士子

O-055．�COVID-19 流行下における首都圏就労女性の健診有所見の変化
東京慈恵会医科大学　環境保健医学講座
須賀　万智

O-056．�当院における子宮留膿腫（症）のClinical Course
福井勝山総合病院　産婦人科
倉田　和巳

O-057．�多様な国籍の妊婦の新型コロナワクチン接種率に関する検討
東京山手メディカルセンター　産婦人科
大村恵理香

10:20～10:55

一般演題（口演）「�保健・感染症②」
座長　　�東京共済病院　婦人科� 西ケ谷　順　子

O-058．�子宮筋腫とQOLに関する一般女性へのオンラインアンケート-Japanese Online-survey for Uterine fibroid 
and QOL-JOYFUL survey-

あすか製薬株式会社
福井　元子

O-059．�夜勤が女性看護師の睡眠障害に与える影響について　―Japan Nurses’ Health Study の解析結果より―
東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　茨城県地域産科婦人科学講座
寺内　公一

O-060．�新潟市民病院職員の女性特有の健康課題に関する実態調査
新潟市民病院　産婦人科
森川　香子

O-061．�鉄欠乏性貧血患者に対するクエン酸第二鉄水和物の有効性と安全性：第三相臨床試験の事後解析
鳥居薬品株式会社　メディカルアフェアーズ部
井上　　崚
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O-062．�勤労女性の月経と健康指標との関連を探る
独立行政法人　労働者健康安全機構　大阪労災病院治療就労両立支援センター
井谷　美幸

12:10～13:10

ランチョンセミナー 8「�更年期障害におけるヒト胎盤抽出物の可能性-Part5-
～女性ホルモンからみた人生 100 年時代の過ごし方～」

共催：メルスモン製薬株式会社

座長　　�五十嵐レディースクリニック� 五十嵐　　　豪
演者　　�広尾レディース� 宗　田　　　聡

13:20～14:50

スポンサードセミナー 3「�Management of Dysmenorrhea and Endome-
triosis」

共催：あすか製薬株式会社／ノーベルファーマ株式会社

座長　　�鳥取大学医学部附属病院� 原　田　　　省

1）�Modern management of dysmenorrhea-related disorders in Japan
東京大学大学院　医学系研究科　産婦人科学講座
大須賀　穣

2）�Dysmenorrhea and endometriosis; etiology, assessment and management
Université Paris-Cité, Faculté de Médecine, Paris, France � �
Department of Obstetrics and Gynecology II and Reproductive Medicine, Hopital Universitaire Cochin, 
Paris, France � �
SEUD past-President
Charles Chapron

15:00～16:00

専門医共通講習 2（医療安全）「�医療安全におけるノンテクニカルスキル 
ー入門編ー」

座長　　�群馬大学� 林　　　邦　彦
演者　　�鳥取大学医学部附属病院　医療安全管理部� 谷　口　雄　司
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